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　タリウム心筋シンチ像と左室造影所見とを比較検討

したので報告するo対象は心筋硬塞症患者26例で、そ

の内訳は前壁中隔14例、下壁12例、男24例、女2例、

年令分布は39オから72オで平均年令は54オであるo

これら症例にMl　TL－CL　1．5mCiを投与し、　Picker社

製Dyna　Camera　3Cを使用し、第1斜位、正面、第ll

斜位、左側面の4方向から撮影を行い、欠損部位を判

定した。左室造影は76％ウログラフィンを0．8nt／㎏、

16ψタ㏄注入し、Biplane　Cine　angiographyを行ったo

左室運動異常はHypokinesis，　Akinesis，　Dis－kinesis

の三つに分類し、その部位、程度は、心筋シンチ検査

とは別個に別の検者が判定したo前壁、中隔、心尖、

側壁、下壁、後壁の各部位別の観察では、心筋シンチ

で欠損像をそれぞれ14例、14例、14例、4例、9例、

12例に認め、左室運動異常はそれぞれ14例、7例、17

例、3例、15例、2例に認めたoまた両検査所見の各

部位での一致例数はそれぞれ14例、7例、13例、2例、

8例、2例であったo心筋シンチで欠損像が観察され

た場合、各部位での異常運動所見との一致率はそれぞ

れ100％、50気931販50弧89％、17％であり、異常運

動が観察された場合、各部位でのシンチ欠損像所見と

の一致率はそれぞれ100微76SE，67弧53S6，100％で

あったo両検査所見を比較すると、前壁、心尖部の欠

損像と左室運動異常は高率に一致したo下壁部に欠損

像を認めた場合、89％に左室運動異常と一致したが、

後壁部に関しては17％と低く、この相違については、

後壁の左室運動が小さく見えることによるとも思われ

るが、今後も検討を重ねていく予定であるo

　タリウム心筋シンチ像と冠動脈造影所見とを比較検

討したので報告するo対象は心筋硬塞症患者26例で、

その内訳は前壁中隔14例、下壁12例、男24例、女2例

年令は39オから72オで平均年令は54オであるoこれら
症例に20t　TL－CL　1．5　mCiを投与し、　Picker社製Dyna

Came　r　a　3Cを使用し、第1斜位、正面、第ll斜位、左側

面の4方向から撮影し、欠損部位を判定したo冠動脈

造影はSones法、またはfudkins法によりBiplane

Cineangiographyを行い、心筋シンチ検査とは別の検

者が狭窄の程度及び部位を判定した。心筋シンチで欠

損像は前壁に14例、中隔に14例、心尖に1鋤1、側壁に4

例、F壁に9例、後壁に12例認められたo冠動脈造影

所見では75％以上の狭窄を有意とすると、左前F行枝

の狭窄は19例に、左回施枝の狭窄は12例に、右冠動脈

の狭窄は13例に認められた。前壁、中隔、心尖部K欠

損像を認めた14例は全例に（100％）左前F行枝の狭窄

を認めたo残りの左前下行枝狭窄症例5例は何れも下

壁硬塞症例であったo下壁欠損像症例g例中、左前下

行枝狭窄は6例（67％）、左回施枝狭窄は3例（33％）、

右冠動脈狭椙は4例（44％パτ認め、三枝何れかの狭窄

は8例（89％）に認めたc）後壁欠損像症例12例中、左前

下行枝狭窄は6例（50％）、左回施枝狭借は7例（58％）、

右冠動脈狭窄は8例（67％）に認め、三枝何れかの狭

窄は10例（83％）に認めたo両検査所見を比較すると、

前壁、中隔、心尖部に欠損像を認めた症例は全例に左

前下行枝の狭窄が認められた。下壁又は後壁に欠損像

を認めた症例では三枝何れかの狭窄が86％に認められ、

F壁欠損像症例では左前下行枝狭窄が67％に認められ、

左回施枝狭窄は33％と少なかったo後壁欠損像症例で

は、右冠動脈狭穆を67％に、左回施枝狭窄を58％に認

めたo冠動脈造影検査で左回施枝狭窄を認め、右冠動

脈狭窄は認めなかった1症例の第皿斜位の心筋シンチ

像では下壁部の欠損像は認めなかったo左回施枝狭窄

は認めず、右冠動脈狭窄を認めた2症例の第ll斜位の

シンチ像では下壁部の欠損像を認めたoド壁硬塞症例

で右冠動脈狭窄、左回施枝狭窄の欠損像の出現部位に

ついては今後も症例を重ねて検討していく予定であるo
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